
非住宅建築の最新課題

に応える

建築技術セミナー

詳細・お申し込みは右の二次元コード

もしくは裏面参照ください。

水

木11.26
2026

13:00 -16:30

定員

参加費

申込締切

11.11

会場

脱炭素・断熱・外壁・耐火遮音セミナー

CPD単位付きセミナー
BUSINESS

SEMINAR

吉野石膏㈱北九州研修センター

40名

お問い合わせ先

旭ファイバーグラス株式会社

ニチハ株式会社

吉野石膏株式会社

℡.092-725-7771 〒810-0001 福岡市中央区天神4-8-25 オフィスニューガイアNIKKO天神

℡.093-521-1561 〒802-0081 北九州市小倉北区紺屋町9-1 明治安田生命小倉ビル

℡.093-521-5018 〒802-0005 北九州市小倉北区堺町1-2-16 十八銀行第一生命共同ビル

無料

このセミナーで

わかること

「断熱」で省エネ ｢外壁｣で脱炭素
｢せっこうボード｣で

耐火遮音

建築物の価値向上につながる

最新技術をご紹介

✓ ZEB・省エネ対応に必要な断熱技術

✓脱炭素社会に対応した外壁設計

✓木造・非住宅建築に求められる耐火性能

✓快適な室内環境を実現する遮音技術

✓長寿命化・維持保全を見据えた改修提案



13:00～14:00

14:10～15:10

15:20～16:20

【非住宅建築物の断熱基準について】
・断熱材の種類や特性を理解し、グラスウールの製造方法と断熱の仕組みについて。

・熱抵抗値による断熱性能の評価や、断熱化が体感温度の向上に与える効果。

・埼玉県公立小学校の断熱改修事例を通じて、非住宅建築物における省エネ設計の考え方

と実践手法の紹介。

【外壁材の新認定と改修工法のご案内】
・2026年4月の地球温暖化対策推進法におけるSHK制度改正のポイントと、その実務への

影響を解説。

・新築・改修や躯体構造を問わず、国産木材の利用を通じた脱炭素・環境配慮型建築の提

案手法を紹介。

・サイディングを活用した外壁改修工法と、タイル剥落防止や10年ごとの打診検査が不要

となるMARCシステムの特長を解説。

【せっこうボードによる耐火遮音のメカニズム】
・せっこうはなぜ火に強いのか

・日本におけるせっこうボードの歴史、JISの分類

・せっこうボードを使用した遮音性能や吸音性能に関するメカニズム

開始時間・メーカー名 内容 参加〇×

申込先:FAX.093-551-0165

2026年11月26日 (木)13:00～16:30

kitakyusyu@yoshino-gypsum.jp
お寄せいただいた個人情報は参加者管理と今後のイベント運営の品質向上・今後開催予定のイベント情報の告知、ま

た旭ファイバーグラス株式会社・ニチハ株式会社・吉野石膏株式会社から新商品その他商品情報をお客様にお知らせ

、商品カタログ・サンプル等発送のために利用いたします。

お問い合わせ先

旭ファイバーグラス株式会社

ニチハ株式会社

吉野石膏株式会社

℡.092-725-7771 〒810-0001 福岡市中央区天神4-8-25 オフィスニューガイアNIKKO天神

℡.093-521-1561 〒802-0081 北九州市小倉北区紺屋町9-1 明治安田生命小倉ビル

℡.093-521-5018 〒802-0005 北九州市小倉北区堺町1-2-16 十八銀行第一生命共同ビル

ご来場予約申込書

開催日時

CPD単位付きセミナー

非住宅建築の最新課題に応える建築技術セミナー

会場 吉野石膏 北九州研修センター
北九州市若松区響町1丁目103-2(吉野石膏北九州工場内)

セミナー・スケジュール １メーカーにつきCPD１単位が発行されます。

CPD単位発行希望の方のみ記入ください。
お名前

CPD情報提供制度

参加者ID番号

会社名 部署名

住所

お電話 FAX

E-Mail

(受付:12:45～)

(受付:13:55～)

(受付:15:05～)

表面2次元コードから、もしくは下記内容と上記参加カリキュラムに〇印記載の上、
返信をお願いいたしします。
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